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　今年はひつじ年。　年

賀はがきの切手部分の

ひつじは、 12年前マフ

ラーを編み始めて、 今

年は出来上がって首に

巻いているようです。

　「ペレは、こひつじを　１

ぴき　もっていました。　そのこひつじを、ペレは　じ

ぶんでせわし、じぶんだけのものにしていました。」　

ペレがこひつじを抱き上げ、こちらを見ている絵から

はじまりますが、そのペレの誇らしげなこと！　

　上着が小さくなってきたペレは、そのこひつじの

毛を刈って、おばあちゃんにすいてもらって、それ

からもう一人のおばあちゃんに糸にしてもらって・ ・

いろんな人に自分ではできない加工をお願いしてす

てきな洋服ができあがります。　誰かに何かをお願

いするたびに、 ペレは言われたお手伝いをキチン

とこなしていきます。　そして、　にちようび。　できあ

がった洋服を着て、こひつじに言います、 「あたらし

いふくをありがとう！」

　淡々としたおはなしなのですが、自分でできること

はやって、対価としてちゃんと労働をして、そして生

きものに感謝する。　生きていく基本的なことが描

かれているのだな、とあらためて思いました。
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